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２
０
１
７
年
は
国
際
政
治
の
位
相
が
大
き
く
転
換
す
る
年
と
な
る

だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
世
界
の
主
要
国
の
政

治
指
導
者
が
相
次
い
で
交
代
し
、
大
幅
な
入
れ
替
え
が
進
む
こ
と
。

二
つ
目
は
、
米
国
が
内
向
き
と
孤
立
志
向
を
強
め
る
と
見
ら
れ
る
か

ら
だ
。

　

主
要
国
に
お
い
て
一
定
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
政
治
指
導
者
の
顔
ぶ
れ

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
英
国
で
は
昨
年
７
月
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
残
留
を
問
う
国
民
投
票
が
否
決
さ
れ
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
前
首

相
が
辞
任
し
、
後
任
に
メ
イ
首
相
が
就
い
た
。
イ
タ
リ
ア
で
も
12
月

に
憲
法
改
正
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
が
否
決
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の

レ
ン
ツ
ィ
首
相
が
辞
任
し
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ロ
ー
ニ
外
相
が
引
き
継
い

だ
。

　

１
月
20
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
発
足
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

４
～
５
月
に
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
大
統
領
が
決
ま
る
ほ
か
、

３
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で
、９
月
に
は
ド
イ
ツ
で
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

　

主
要
国
の
多
く
で
政
治
指
導
者
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
れ
ば
、
国

際
政
治
の
流
れ
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
く
る
。
加
え
て
国
際
政
治

の
位
相
を
大
き
く
変
え
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
登
場
で
あ
る
。
米
大
統
領
の
個
性
と
行
動
様
式
は
時
代
の
精

神
と
空
気
を
決
め
る
。

　

オ
バ
マ
前
大
統
領
の
８
年
は
内
政
、
外
交
に
お
い
て
理
念
的
色
彩

が
色
濃
く
出
た
。
オ
バ
マ
ケ
ア
と
い
わ
れ
る
国
民
皆
保
険
の
導
入
、

同
性
婚
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
た
米
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判

断
、
核
廃
絶
の
呼
び
か
け
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ラ
ン
、
キ
ュ
ー
バ
と

の
国
交
も
回
復
し
た
。
米
国
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
現
し
た
広

島
訪
問
は
理
念
外
交
の
最
た
る
も
の
だ
。

　

理
念
先
行
は
現
実
の
政
治
で
は
往
々
に
非
力
さ
の
裏
返
し
で
あ
る

よ
う
に
、
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
節
目
々
々
で
優
柔
不
断
さ
を
の
ぞ
か

寄
稿
　
西に

し
か
わ川

　
恵

め
ぐ
み（

毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）

重
要
性
を
増
す
中
級
国
家（
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
）の
役
割
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た
開
放
的
な
国
際
秩
序
を
希
求
し
て
い
る
。
大
国
の
「
自
国
第
一
」

の
行
き
方
と
、
中
級
国
家
が
描
く
国
家
像
、
国
際
社
会
の
あ
る
べ
き

姿
は
対
立
し
、
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
。
二
つ
の
せ
め
ぎ
合
う
国
家

像
に
あ
っ
て
、
中
級
国
家
は
手
持
ち
の
政
治
、
経
済
的
カ
ー
ド
を
駆

使
し
、
大
国
の
単
独
行
動
主
義
を
抑
制
し
、
多
国
間
関
係
に
引
き
戻

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
中
級
国
家
の
役
割
の
重
要
さ
は
正
に

こ
こ
に
あ
る
。

　

そ
の
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
対
立
」「
牽
制
」
で
は
な
く
、「
関
与
」

「
説
得
」
だ
。
例
え
ば
昨
年
５
月
ま
で
の
５
年
間
、
駐
英
大
使
を
務

め
た
林
景
一
氏
は
、
最
近
出
し
た
著
書
で
対
米
関
係
で
の
日
英
協
力

の
強
化
を
提
案
す
る
。

　
「
も
し
米
国
が
今
後
内
向
き
に
な
り
、
孤
立
主
義
に
向
か
う
と
な

れ
ば
、
日
英
両
国
は
一
番
影
響
を
受
け
る
。
日
英
は
米
国
の
利
益
が

対
外
関
与
に
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
さ
せ
、
国
際
社
会
に
引
き
戻
し

て
い
く
こ
と
に
共
通
の
関
心
、
利
益
を
持
っ
て
い
る
」（『
イ
ギ
リ
ス

は
明
日
も
し
た
た
か
』
悟
空
出
版
）

　

ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
編
入
、
中
国
の
東
・
南
シ
ナ
海
で
の
威
圧
的

行
動
と
、
大
国
は
自
分
の
意
思
を
国
際
社
会
に
押
し
付
け
、
物
事
を

既
成
事
実
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
級
国
家
は
既
存
の

秩
序
や
シ
ス
テ
ム
に
立
っ
て
「
関
与
」
と
「
説
得
」
で
大
国
を
多
国

間
関
係
の
中
に
引
き
戻
す
ほ
か
な
い
。
中
級
国
家
の
力
量
と
連
携
が

問
わ
れ
て
い
る
。

せ
、こ
れ
が
ロ
シ
ア
や
中
国
に
足
元
を
み
ら
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

た
だ
普
遍
的
価
値
の
重
視
、
多
国
間
主
義
、
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
、

グ
ロ
ー
バ
ル
規
範
（
地
球
温
暖
化
対
策
で
の
数
値
目
標
の
受
け
入
れ

な
ど
）
の
重
要
さ
―
―
な
ど
で
は
一
貫
し
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、得
か
損
か
、

米
国
フ
ァ
ー
ス
ト
に
添
う
か
ど
う
か
、
の
実
利
に
基
づ
い
て
政
策
を

判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
理
念
か
ら
実
利
の
時
代
へ
、

と
形
容
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
人
権
や
民
主
主
義
の
普
遍
的

価
値
へ
の
意
欲
は
な
く
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
重
要
性
は
相
対
的
に

下
が
る
だ
ろ
う
。

　

米
政
治
学
者
の
イ
ア
ン
・
ブ
レ
ー
マ
ー
氏
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下

で
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」（
米
国
の
支
配
に
よ
る
平
和
）

は
終
焉
す
る
と
予
言
す
る
。
実
利
を
突
き
詰
め
た
先
に
「
米
国
は
も

う
世
界
の
面
倒
は
見
な
い
」
と
の
考
え
が
あ
る
、
と
。

　

権
威
主
義
的
体
制
の
中
露
は
言
う
に
及
ば
ず
、
米
国
ま
で
が
「
自

国
第
一
」に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
時
、中
級
国
家（
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
）

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
中
級

国
家
と
は
、
民
主
主
義
の
制
度
を
採
用
し
、
自
由
、
人
権
、
国
際
基

準
に
基
づ
く
行
動
な
ど
、
普
遍
的
価
値
を
共
有
し
て
い
る
国
々
で
、

具
体
的
に
は
日
加
豪
英
仏
独
や
北
欧
諸
国
な
ど
で
、
主
と
し
て
旧
西

側
先
進
国
を
指
す
。

　

こ
れ
ら
中
級
国
家
は
国
家
主
権
至
上
主
義
を
放
棄
し
て
お
り
、
多

国
間
関
係
、グ
ロ
ー
バ
ル
規
範
、多
文
化
主
義
、普
遍
的
価
値
に
立
っ


